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平
成
30
年
8
月
26
日
中
土
佐
町
に
お
い

て
、
第
21
回
高
幡
消
防
組
合
総
合
演
習
が

開
催
さ
れ
、
管
内
各
地
域
の
消
防
団
及
び

女
性
消
防
隊
、
消
防
職
員
総
勢
2
4
0
名

が
参
加
し
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
、
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
津
野
消
防
団
に
よ
る
ポ
ン

プ
車
操
法
、
梼
原
消
防
団
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
模
範
操
法
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
職
員
に
よ
る
救
助
訓
練

の
展
示
も
行
わ
れ
、
日
々
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

ポンプ車操法
◀引き上げ救助訓練　　

▲はしご登はん訓練

女性ボール出し競技

缶落とし競技

小型ポンプ操法

第
21
回
高
幡
消
防
組
合
総
合
演
習

第
21
回
高
幡
消
防
組
合
総
合
演
習

　

午
後
か
ら
は
、
女
性
ボ
ー
ル
出
し
競
技

と
各
消
防
団
対
抗
で
缶
落
と
し
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
女
性
ボ
ー
ル
出
し
競
技
に

は
、
須
崎
、
中
土
佐
、
梼
原
の
各
女
性
消

防
隊
が
参
加
。
こ
の
競
技
は
、
ド
ラ
ム
缶

に
入
れ
た
ボ
ー
ル
を
放
水
に
よ
り
外
に
出

す
ま
で
の
時
間
を
競
う
も
の
で
す
。
各
女

性
消
防
隊
が
協
力
し
競
技
を
行
い
、
須
崎

女
性
消
防
隊
が
優
勝
、
梼
原
女
性
消
防
隊

が
準
優
勝
、
中
土
佐
女
性
消
防
隊
が
3
位

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
各
消
防
団
対
抗

で
行
わ
れ
た
缶
落
と
し
競
技
は
、
20
ｍ
先

の
ド
ラ
ム
缶
の
上
に
置
か
れ
た
標
的
2
個

を
落
と
す
ま
で
の
時
間
を
競
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
搬
送
要
領
や
ホ
ー
ス
結
合
要

領
も
審
査
さ
れ
ま
す
。
各
消
防
団
が
指
揮

者
の
指
示
に
従
い
、
素
早
く
ホ
ー
ス
展
張

を
行
い
、
正
確
な
筒
先
操
作
で
白
熱
し
た

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
四
万
十
消
防
団
が
優
勝
、
梼
原
消
防

団
が
準
優
勝
、
須
崎
消
防
団
が
3
位
に
輝

き
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
、
総
合
演
習
に
参
加
し
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
た
団
員
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。



高 幡 消 防 組 合3

　

平
成
30
年
6
月
28
日
か
ら
7
月
8

日
に
か
け
て
発
生
し
た
台
風
7
号
は
、

全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
西
日
本
を
中

心
に
多
く
の
地
域
で
河
川
の
氾
濫
や

浸
水
害
・
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
死

者
数
2
0
0
名
を
超
え
る
甚
大
な
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
愛
媛
県
西
予
市
野
村

町
の
被
災
状
況
で
す
。

　

西
予
市
で
は
7
日
朝
、
肱
川
が
氾

濫
し
、
5
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま

愛媛県西予市野村町で災害支援活動を実施愛媛県西予市野村町で災害支援活動を実施

平
成
30
年
7
月
豪
雨
被
害

し
た
。
さ
ら
に
、
氾
濫
し
た
川
の
水

は
町
に
流
れ
込
み
、
写
真
の
様
な
大

き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
で
も
香
南
市
で
6
日
朝
、

1
名
が
香
宗
川
で
流
さ
れ
西
に
約

1
0
0
㎞
離
れ
た
四
万
十
市
の
海
岸
付

近
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
大
月
町
で

も
2
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

愛
媛
県
西
予
市
野
村
町
へ
災
害
支
援

派
遣
し
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
津
野

消
防
団
・
梼
原
消
防
団
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

　

津
野
消
防
団
・
梼
原
消
防
団
は
7
月

13
日
に
愛
媛
県
西
予
市
よ
り
災
害
派
遣

の
要
請
を
受
け
、
15
日
に
各
消
防
団
10

名
が
梼
原
町
役
場
へ
集
合
し
、
西
予
市

野
村
町
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
多
く
の
木
や
泥
が
道

路
や
家
屋
に
入
っ
て
き
て
お
り
、
団
員

は
そ
の
撤
去
作
業
や
使
え
な
く
な
っ
た

家
具
を
ト
ラ
ッ
ク
に
集
積
し
、
収
集
場

所
へ
搬
送
す
る
と
い
う
活
動
で
し
た
。

出
動
団
員
は
愛
媛
県
の
久
万
高
原
町
消

防
団
や
高
幡
消
防
組
合
消
防
本
部
を
含

め
、
総
勢
38
名
が
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
を
行
っ
た
団
員
の
方
々
は
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

今
回
は
1
日
だ
け
の
災
害
支
援
活
動

で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
旧
・
復
興
に

は
多
く
の
時
間
と
人
手
が
掛
か
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
自

然
災
害
で
す
。

　

30
年
以
内
に
70
〜
80
％
の
確
率
で
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
す
。
高
知
県
に
も
大
き

な
被
害
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

被
災
し
た
時
を
考
え
、
普
段
か
ら
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
・
非
常
持

ち
出
し
袋
の
確
認
な
ど
を
家
族
や
近
隣

住
民
と
話
し
合
い
、
自
分
の
命
を
守
る

行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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高
幡
消
防
組
合
で
は
、
毎
年
救
急
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

訓
練
を
各
署
持
ち
回
り
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
9
月
7

日
に
中
土
佐
町
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
例
年
体
育
館
な
ど
の
室
内
に
お
い
て
現
場

活
動
や
車
内
で
の
処
置
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

高
幡
地
区
の
約
90
％
が
森
林
で
あ
り
山
中
で
の
救
急
救
助

事
案
が
毎
年
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
山
中
の

遍
路
道
で
お
遍
路
さ
ん
が
体
調
を
崩
し
動
け
な
く
な
っ
た

と
い
う
想
定
や
、
伐
採
作
業
中
の
方
が
足
を
怪
我
し
た
と

い
う
想
定
で
救
急
処
置
と
搬
送
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
飲
食
店
等
に
お
い
て
は
、
延
べ
面
積

1
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
消
火
器
具

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
28

年
12
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規
模
火

災
を
受
け
て
、
平
成
30
年
3
月
28
日
に
消
防
法
令

が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
31
年
10
月
1
日
か
ら
延

べ
面
積
1
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
も
原
則
火

を
使
用
す
る
全
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
具
の
設
置

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
等
は
火

を
使
用
す
る
設
備
、
器
具
に
該
当
し
ま
せ
ん
。）

　

消
防
法
令
に
よ
り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
消

火
器
具
は
定
期
に
点
検
し
、
消
防
署
に
報
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
近
く
の
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
幡
消
防
組
合   

救
急
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

小
規
模
飲
食
店
へ
の

消
火
器
具
設
置
義
務
化

・
調
理
油
過
熱
防
止
装
置

・
自
動
消
火
装
置
（
火
災
を
感
知
し
消
火

薬
剤
で
自
動
消
火
す
る
も
の
）

・
そ
の
他
の
危
険
な
状
態
の
発
生
の
防
止

お
よ
び
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減

す
る
安
全
機
能
を
有
す
る
装
置

　

訓
練
中
は
各
署
独
自
の
資
機
材
を
使
用
し
て
搬
送
方
法

を
選
定
し
、
傾
斜
の
厳
し
い
場
所
を
安
全
に
搬
送
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。
普
段
は
人
形
を

使
っ
て
の
訓
練
が
多
い
で
す
が
、
今
回
は
隊
員
を
傷
病
者

と
し
て
訓
練
を
行
う
こ
と
で
安
全
か
つ
迅
速
に
搬
送
す
る

う
え
で
の
課
題
が
見
つ
か
り
、
今
後
の
現
場
活
動
に
活
か

す
た
め
の
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
の

装
置
が
あ
れ
ば

消
火
器
具
の
設
置
は

免
除
で
き
ま
す
。


